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平
年
よ
り
早
い
10
月
17
日
、
日

本
百
名
山
に
数
え
ら
れ
る
吾
妻
山

で
の
初
冠
雪
が
報
じ
ら
れ
て
以
降
、

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
た
福
島
県

内
は
、
徐
々
に
白
銀
の
世
界
へ
と

様
変
わ
り
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
猪
苗
代

湖
を
は
じ
め
各
地
に
白
鳥
が
飛
来

し
、
可
愛
い
冬
の
使
者
が
冬
の
訪

れ
を
告
げ
ま
す
。

福
島
県
で
の
冬
の
楽
し
み
と
い

え
ば
、
身
体
も
心
も
ほ
っ
こ
り
と

温
め
て
く
れ
る
温
泉
と
、
極
上
の

雪
質
を
誇
る
ス
キ
ー
場
で
の
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

福
島
県
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
温

泉
地
で
あ
り
、
1
3
7
箇
所
と

全
国
で
も
5
番
目
に
多
い
数
で
す
。

泉
質
も
豊
富
で
、
単
純
温
泉
か
ら

硫
酸
塩
泉
な
ど
そ
の
時
の
気
分
に

合
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
雰
囲
気

の
漂
う
温
泉
街
か
ら
山
の
中
の
一

軒
宿
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
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温
泉
地
が
多
い
の
も
、
全
国
の
温

泉
愛
好
家
を
引
き
付
け
る
魅
力
の

一
つ
で
す
。
今
年
の
冬
は
、
福
島

県
内
の
湯
め
ぐ
り
で
自
分
好
み
の

温
泉
地
を
探
し
て
み
る
の
も
楽
し

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
福
島
県
に
は
20
を
超
え

る
ス
キ
ー
場
が
あ
り
、
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
富
な
ゲ
レ
ン
デ
で
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
雪
質
は
さ
ら
さ
ら

の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
。
初
心
者
か

ら
上
級
者
ま
で
思
う
存
分
の
滑
り

を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

福
島
県
で
は
県
内
21
箇
所
の
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
、
今
年
も
20
歳

か
ら
22
歳
の
若
者
の
平
日
リ
フ
ト

1
日
券
を
無
料
と
す
る「
雪
マ
ジ
！

ふ
く
し
ま
」
を
実
施
し
ま
す
。
昨

シ
ー
ズ
ン
も
多
く
の
若
者
が
訪
れ
、

白
銀
の
ゲ
レ
ン
デ
で
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

是
非
皆
さ
ん
も
今
年
の
冬
は「
温

泉
」
と
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」

で
福
島
県
の
自
然
の
恵
み
を
満
喫

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

白
銀
に
染
ま
る
福
島

温
泉
と
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
漫
喫
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平
成
二
十
四
年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
都
道
府
県
別
最
多
の
二
十
六
銘
柄
が

金
賞
を
受
賞
し
た
福
島
県
。
日
本
一
の
酒
を
つ
く
り
出
す
県
内
の
蔵
元
の
魅
力
を
、

造
り
手
の
こ
と
ば
か
ら
探
る
。

連
載
第
三
回
は
、
酒
処
「
会
津
若
松
市
」。

大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
し
て
も
脚
光
を
浴
び

る
町
で
、
歴
史
あ
る
蔵
元
が
ど
の
よ
う
に
進

化
し
て
き
て
い
る
の
か
、
鶴
ヶ
城
か
ら
ほ
ど

近
い
宮
泉
銘
醸
代
表
取
締
役
　
宮
森
義
弘
社

長
に
伺
っ
た
。

「
近
く
に
あ
る
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
会
津
若

松
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
（※）

で
の
技
術
公
開
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
の
蔵
元
、
造
り
手
の
世
代

交
代
に
よ
り
、
一
般
の
方
が
口
に
す
る
日
本

酒
に
対
す
る
造
り
方
が
よ
り
丁
寧
に
な
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き

た
技
術
に
加
え
、
1
つ
1
つ
の
作
業
に
丁
寧

造
り
手
の
若
返
り
に
よ
る

意
識
改
革

福
島
の

酒
蔵
を
巡
る

第
三
回
・
会
津
若
松
市

会
津
若
松

P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
会
津
侍 

若
松
っ
つ
ん
」

現
在
、
会
津
若
松
市
で
は
、
サ
ム
ラ
イ
シ

テ
ィ
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
す
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
会
津
侍
　
若
松
っ
つ
ん
」
を
主
人

公
と
し
た
シ
ョ
ー
ト
・
ム
ー
ビ
ー
を
制
作
し
、

全
国
の
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
74
劇
場
に
お
い
て
映

画
本
編
上
映
前
に
C
M
上
映
す
る
こ
と
に

よ
る
観
光
P
R
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

会
津
侍
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
持
っ
た
「
若

松
っ
つ
ん
」
と
「
咲
子
さ
ん
」
と
の
2
人
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
掛
け
合
い
に
よ
っ
て
、
会
津

若
松
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宮泉銘醸から「大吟醸　寫
しゃ
樂
らく

しずくどり」を３名様にプレゼント！
（詳しくは８ページに）

プレゼント

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
酒
蔵
全
体
の
技
術
と

意
識
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。」
と

宮
森
社
長
。

「
作
業
を
細
か
く
、
温
度
管
理
を
し
っ
か

り
す
る
。
小
さ
な
積
み
重
ね
で
す
が
、
一
切

手
を
抜
か
な
い
。」「
米
の
洗
い
方
、
蒸
し
方
、

麹
の
分
析
、
細
部
ま
で
気
を
使
っ
て
丁
寧
に

造
ら
れ
て
い
る
。」〝
丁
寧
に
〟
と
繰
り
返
し

語
ら
れ
る
宮
森
社
長
の
言
葉
か
ら
、
造
り
手

の
情
熱
が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
取
組
に

対
し
て
も
敬
意
を
払
う
。「
組
合
で
は
勉
強

会
を
開
催
し
、
幅
広
い
知
識
を
伝
え
て
き
た
。

そ
れ
が
、
蔵
の
個
性
を
生
み
、
会
津
に
様
々

な
日
本
酒
を
も
た
ら
し
て
い
る
。」

現
状
に
満
足
せ
ず
、
よ
り
良
い
日
本
酒
を

追
求
す
る
姿
勢
、
会
津
の
酒
が
長
く
愛
さ
れ

て
い
る
証
明
と
も
言
え
る
。

会
津
の
酒
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、「
震
災
で
は
、
多
方
面
か
ら
大
き
な

支
援
を
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
々
に
会
津
の

酒
を
応
援
し
て
頂
き
ま
し
た
。
年
々
技
術
を

向
上
さ
せ
、
常
に
旨
い
酒
、
会
津
清
酒
を
提

供
す
る
こ
と
が
、
恩
返
し
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。」
と
宮
森
社
長
。

感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち

な
が
ら
真
摯
に
向
き
合
う

会
津
の
酒
造
り
、
つ
く
り

上
げ
ら
れ
た
珠
玉
の
日
本

酒
は
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
逸
品
だ
。

会津若松市

宮泉銘醸
会津若松市東栄町 8-7
電話 0242-27-0031

会
津
若
松
市

の
ご
紹
介

古
き
良
き
伝
統
の
継
承

全
国
か
ら
の
応
援
を
糧
に

※ハイテクプラザ会津若松技術支援センターでは、醸造等の地場産業に関する研究、技術指導を行っている。

「若松っつん（わかまっつん）」とは…
会津若松をこよなく愛するお侍さん。若松っつんの言葉
を聞き取れる唯一の理解者「咲子さん」といつも一緒。
見られて燃えるタイプ、形から入るタイプ、ほめられて伸
びるタイプ。ゆるキャラと一緒にされるとキレがち。渋
キャラと言われて気を良くしたことがある。
○ホームページ http://www.aizusamurai.com/

Facebookで、
いいねして !!

twitterで、
フォローして !!
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会
津
の
酒
蔵

花
春
酒
造
株
式
会
社

合
資
会
社
辰
泉
酒
造

石
橋
酒
造
場

名
倉
山
酒
造
株
式
会
社

鶴
乃
江
酒
造
株
式
会
社

髙
橋
庄
作
酒
造
店

山
口
合
名
会
社

末
廣
酒
造
株
式
会
社

宮
泉
銘
醸
株
式
会
社

会
津
の
お
酒
揃
っ
て
い
ま
す
！

「
会
津
鶴
ヶ
城
会
館
」鶴

ヶ
城
天
守
閣

か
ら
徒
歩
1
分
。

会
津
の
極
上
と
ふ

く
し
ま
の
逸
品
が

集
ま
る
鶴
ヶ
城
会

館
に
は
会
津
若
松

市
内
酒
蔵
の
酒
が

ほ
と
ん
ど
揃
う

「
地
酒
コ
ー
ナ
ー
」

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
35
蔵
、
2
0
0
点
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
誇
り
、新
島
八
重
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
日
本
酒
も
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

嬉
し
い
こ
と
に
3
6
5
日
い
つ
で
も
試
飲

可
能
。
お
客
さ
ん
の
評
判
も
上
々
で
、
贈
答

用
に
購
入
さ
れ
る
方
も
多
い
と
の
こ
と
。鶴
ヶ

城
や
ド
ラ
マ
館
観
光
の
際
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
い
た
だ
き
た
い
。

酒
造
り
は
一
に
水
、二
に
米
、三
に
技（
人
の
和
）と
云
わ
れ
る
が
、会
津
に
は
そ
の
全
て
が
揃
っ

て
い
る
。盆
地
特
有
の
厳
し
い
冬
と
暑
い
夏
が
育
て
た
渾
身
の
日
本
酒
を
堪
能
い
た
だ
き
た
い
。

118252

至49号

会津若松市役所

会津若松駅

中
央
通
り

大
町
通
り

神
明
通
り

鶴ヶ城会館

鶴ケ城 福島県立
博物館

大河
ドラマ館

会津酒造歴史館

竹田綜合
病院

福島県会津若松市東栄町 8-7
TEL0242-27-0031
FAX0242-27-0032

福島県会津若松市日新町12-38
TEL0242-54-7788
FAX0242-54-4548

福島県会津若松市相生町 7-17
TEL0242-25-0054
FAX0242-24-6533

福島県会津若松市門田町
一ノ堰 755
TEL0242-27-0108
FAX0242-27-0108

福島県会津若松市七日町 2-46
TEL0242-27-0139
FAX0242-27-0339

福島県会津若松市千石町 2-46
TEL0242-22-0844
FAX0242-24-6179

福島県会津若松市御旗町 3-18
TEL0242-27-0313
FAX0242-27-0313

福島県会津若松市上町 5-26
TEL0242-22-0504
FAX0242-22-0503

福島県会津若松市神指町大字
中四合字小見前 24-1
TEL0242-22-0022
FAX0242-37-2100
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復
興
へ
向
け
た
取
り
組
み

災
が
発
生
。

い
わ
き
市
出
身
の
鈴
木
さ
ん
は
、
す
ぐ
さ

ま
移
動
販
売
車
で
被
災
地
の
支
援
を
は
じ
め

た
が
、
単
発
の
支
援
で
は
な
く
、
継
続
的
な

取
組
の
必
要
性
を
感
じ
、「
夜
明
け
市
場
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。

風
評
被
害
に
苦
し
む
農
産
物
の
消
費
地
と

し
て
、
ま
た
、
福
島
か
ら
元
気
を
発
信
す
る

復
興
の
拠
点
と
し
て
、
い
わ
き
駅
前
の
一
等

地
に
新
し
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
た
飲
食
店

街
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り
て
オ
ー
プ

ン
し
た
。
2
0
1
1
年
11
月
、
震
災
か
ら

7
ヶ
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

提
灯
に
や
さ
し
い
明
か
り
が
灯
る
夜
明
け

市
場
に
は
現
在
11
店
舗
が
入
居
し
て
い
る
。

い
わ
き
の
郷
土
料
理
の
店
、
串
焼
き
、
鉄

〝
食
べ
る
47
都
道
府
県
〟
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
東
京
で
「
株
式
会
社

47
P
L
A
N
N
I
N
G
」
を
立
ち
上
げ
た

鈴
木
賢
治
代
表
。
移
動
販
売
車
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
初
め
て
の
店
舗
が
東
京
・
高
井
戸
で

2
0
1
1
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
を
待
つ
ば

か
り
と
な
っ
た
3
月
11
日
、
東
日
本
大
震鈴木代表

399

いわき駅

ラトブ

東横イン

ホテルルートイン

交番

ミニストップ

常 磐 線

ポレポレ
いわき

タクシー
プール

夜明け市場

至
内
郷

至6号線

板
居
酒
屋
、
フ
ル
ー
ツ
ビ
ー
ル
の

店
、
盛
岡
じ
ゃ
じ
ゃ
麺
ま
で
そ
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
は
様
々
。
U
タ
ー
ン

し
て
開
業
さ
れ
た
方
々
ば
か
り
で
な

く
、
I
タ
ー
ン
で
開
業
さ
れ
た
オ
ー

ナ
ー
も
。
い
わ
き
の
復
興
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
県
外
か
ら
も
出
店
を

募
っ
た
鈴
木
代
表
の
呼
び
か
け
が
、

被
災
地
で
何
か
し
た
い
と
い
う
思
い

と
結
び
つ
い
て
飲
食
店
街
が
形
作
ら

れ
て
き
た
。

福
島
の
復
興
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
声
を
受
け
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
は
、

今
年
の
夏
、
市
場
内
に
起
業
家
が
活

動
す
る
受
け
と
し
て
特
定
非
営
利
法

人
T
A
T
A
K
I
A
G
E 

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
。
企
業
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
や
資

金
調
達
支
援
な
ど
幅
広
い
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
、

い
わ
き
発
の
起
業
家
を
後
押
し
し
て
い
る
。

夜
明
け
市
場
（
い
わ
き
市
）

復興飲食店街「夜明け市場」
福島県いわき市平字白銀町2-10
TEL 0246-38-6586
HP http://www.touhoku-yoake.jp/

問い合わせ

 ※各店舗の情報は、ホームページよりご確認ください。

明
け
な
い
夜
は
な
い
。「
夜
明
け
市
場
」
と
名
付
け

ら
れ
た
い
わ
き
駅
前
の
飲
食
店
街
。
こ
こ
に
は
震
災
後

の
福
島
を
考
え
る
多
士
多
彩
な
若
者
が
集
う
。
震
災
後
、

ど
の
よ
う
に
市
場
が
誕
生
し
た
の
か
を
探
っ
た
。

U・I ターンした5名が
夜明け市場で開業

震
災
を
乗
り
こ
え
て

U
・
I
タ
ー
ン
者
が
続
々
開
業
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鈴
木
代
表
は
、
福
島
の
郷
土
料
理
を
じ
っ

く
り
堪
能
出
来
る
ア
ン
テ
ナ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
47
ダ
イ
ニ
ン
グ
福
島
」
を
東
京
・
高
井
戸

で
展
開
し
て
い
る
。
同
店
は
、
震
災
で
オ
ー

プ
ン
が
ず
れ
込
ん
だ
が
、
2
0
1
1
年
6

月
20
日
か
ら
福
島
県
の
食
材
を
つ
か
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
き
た
。

オ
ー
プ
ン
当
時
は
、
心
な
い
言
葉
を
掛
け

ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
福
島
県

出
身
者
を
中
心
に
客
層
が
広
が
り
、
福
島
の

食
材
が
安
心
・
安
全
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
12
月
23
日
に

開
催
す
る
「
ふ
く
し
ま
大
交
流
フ
ェ
ア
」
に

こ
の
47
ダ
イ
ニ
ン
グ
福
島
が
出
展
す
る
。
ふ

く
し
ま
の
米
を
使
っ
た
「
一
口
サ
イ
ズ
の

ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
」
を
初
披
露
。
女
性

が
気
軽
に
食
べ
ら
れ
る
日
本
の
ラ
イ

ス
バ
ー
ガ
ー
目
指
し
た
新
商
品
で
、
限

定
発
売
。

「
せ
っ
か
く
の
良
い
も
の
が
〝
福

島
〟
と
い
う
だ
け
で
敬
遠
さ
れ
る
。
ま

ず
は
福
島
の
米
の
美
味
し
さ
や
安
全
性

を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
福
島
の
農

産
物
の
復
活
に
つ
な
が
る
」
と
鈴
木
代

表
。「
夜
明
け
市
場
」
か
ら
全
国
、
世

界
へ
、
鈴
木
代
表
の
思
い
が
実
現
す
る

日
も
近
い
。

毎
月
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
が
や
っ
て
く
る
！

ウ
ル
ト
ラ
D
A
Y
開
催
中

　
　
　
　
今
、
福
島
空
港
が
面
白
い
！

空
港
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
と
エ
プ
ロ

ン
を
巡
回

伝
統
工
芸
品
「
須
賀
川
絵
の
ぼ
り
」
の
鍾
馗
様
を
ま
と
っ
た

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
絵
付
け
を
体
験

　
あ
の
ウ
ル
ト
ラ
ヒ
ー
ロ
ー
が
毎
月
、
福

島
空
港
を
訪
れ
、
子
供
た
ち
と
交
流
を
し

て
い
ま
す
。

　
11
月
16
日
に
は
、ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ジ
ャ
ッ

ク
が
空
港
の
安
全
を
守
る
た
め
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
内
を
子
供
た
ち
と
と
も
に
パ
ト

ロ
ー
ル
。
そ
し
て
こ
の
日
は
、
普
段
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
エ
プ
ロ
ン
（
駐
機
場
）

の
中
も
子
供
た
ち
と
と
も
に
特
別
に
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
飛
行
機
や
ト
ー
イ
ン
グ
カ
ー

の
前
で
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
、
地
元
の
伝

統
工
芸
品
で
あ
る
「
須
賀
川
絵
の
ぼ
り
」

鍾し
ょ
う
き馗
様
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
小
旗
の
絵

付
け
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ウ
ル
ト
ラ
36
ヒ
ー

ロ
ー
パ
ネ
ル
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ

れ
、
福
島
空
港
が
ウ
ル
ト
ラ
の
世
界
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
次
回
以
降
の
ウ
ル
ト
ラ
D
A
Y
の
予

定
は
次
の
通
り
。
乞
う
ご
期
待
！

平
成
25
年 

12
月
21
日
㈯

平
成
26
年 

1
月
18
日
㈯
、
2
月
11
日
㈯

京王井の頭線

ペプシコーラ

セブンイレブン

スーパーオオゼキ

ミスタードーナツ

高井戸駅

至
渋
谷

至
吉
祥
寺

47ダイニング

高井戸小

47ダイニング福島
東京都杉並区高井戸東3-27-10
小張ビル1F
TEL 03-5941-6050
HP http://47dining.jp/
営業時間／午後5時から午後11時30分まで
定休日／不定休
京王井の頭線「高井戸駅」から徒歩約4分

問い合わせ

ふ
く
し
ま
大
交
流
フ
ェ
ア
に

ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
が
や
っ
て
く
る
!!
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平
成
25
年
大
河
ド
ラ
マ
八
重
の
桜
の
舞
台
を
巡
る
シ
リ
ー
ズ
。

第
3
回
は
1
ヶ
月
に
わ
た
る
籠
城
戦
を
繰
り
広
げ
た
会
津
戦
争

の
舞
台
『
会
津
若
松
市
』
を
取
り
上
げ
る
。

ふ
く
し
ま
八
重
紀
行

連
載
第
三
回 

会
津
若
松
市

市
内
に
は
鶴
ヶ
城
や
日
新
館
と
と
も
に
、

数
多
く
の
墓
所
や
慰
霊
碑
が
建
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
に
会
津
戦
争
を
偲
ば
せ
る
。
こ
れ
ら

を
巡
る
旅
は
い
か
が
か
。
会
津
若
松
市
の

お
す
す
め
墓
所
、
慰
霊
碑
を
い
く
つ
か
紹

介
す
る
。

「
大だ
い
り
ゅ
う
じ

龍
寺
」
Ⓐ
は
、
山
本
家
の
菩
提
寺
で

あ
る
。
昭
和
6
年
に
八
重
は
「
山
本
家
之

墓
所
」
を
建
立
。
墓
石
に
は
八
重
の
書
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
秀し
ゅ
う
ち
ょ
う
じ

長
寺
」
Ⓑ
に
は
会
津
城
下
の
戦
い
に

お
い
て
、
会
津
藩
が
唯
一
新
政
府
軍
に
勝

利
し
た
戦
い
、
指
揮
を
と
っ
た
佐
川
官
兵

衛
の
歌
碑
と
戦
没
者
供
養
塔
が
並
ぶ
。

近藤勇墓地Ⓕ

藤田家の墓 Ⓒ

山本家之墓所 Ⓐ

西郷頼母夫妻の墓 Ⓓ

河井継之助埋骨之遺跡 Ⓔ

供養塔（中央）、佐川
官兵衛歌碑（右） Ⓑ

「
阿あ

弥み

陀だ

寺じ

」
Ⓒ
に
は
、
新
選
組
三
番
隊

組
長
斎
藤
一
（
後
の
藤
田
五
郎
）
と
そ
の

妻
で
八
重
の
幼
馴
染
み
高
木
時
尾
が
眠
る

藤
田
家
の
墓
が
建
つ
。

「
善ぜ
ん
り
ゅ
う
じ

龍
寺
」
Ⓓ
は
特
長
的
な
竜
宮
門
が
出

迎
え
る
。
西
郷
頼
母
夫
婦
の
墓
、
西
郷
邸

で
自
決
し
た
「
二
十
一
人
の
墓
」、
戊
辰
戦

争
で
散
っ
た
2
3
3
名
の
会
津
藩
婦
人
名

が
記
さ
れ
た
「
な
よ
た
け
の
碑
」
も
建
つ
。

ほ
ど
近
い
「
建け
い

福ふ
く

寺じ

」
Ⓔ
の
管
理
地
に
は

長
岡
藩
総
督
河
井
継
之
助
の
埋
骨
之
遺
跡

が
残
る
。

「
天て
ん

寧ね
い

寺じ

」
Ⓕ
に
は
、
新
撰
組
近
藤
勇
局

長
の
墓
。
土
方
歳
三
が
、
持
っ
て
い
た
遺

髪
な
ど
を
会
津
戦
の
折
、
仮
埋
葬
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

64

262

118

401

C

B

E

A

F

D

白虎隊十九士の墓

至49号至49号

阿弥陀寺

秀長寺

会津若松市役所

会津若松駅

建福寺
善龍寺

至会津総合運動公園至芦ノ牧温泉・南若松駅至南若松駅

天寧寺

七
日
町
駅

西若松駅

J
R
只
見
線 大龍寺

飯
盛
山

白虎隊記念館

御薬園

鶴ケ城
山本覚馬・新島八重

生誕の地碑

ハンサムウーマン
八重と会津博
大河ドラマ館

至 

東
山
温
泉

ハ
ン
サ
ム
ウ
ー
マ
ン

八
重
と
会
津
博

大
河
ド
ラ
マ
館

会
津
藩
士
の
娘
で
会
津
出
身
の
新
島
八

重
が
主
人
公
の
平
成
25
年
大
河
ド
ラ
マ
「
八

重
の
桜
」
の
ド
ラ
マ
館
が
夏
と
秋
の
二
度
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
経
て
現
在
、
大
好
評
開
館

中
。
会
津
戦
争
シ
ー
ン
で
使
用
し
た
衣
装

や
小
道
具
の
他
、
京

都
編
の
ド
レ
ス
も
登

場
。
ま
た
古
地
図
を

使
っ
た
無
料
観
光
案
内

ア
プ
リ
「
会
津
古
今

旅
帳
」
を
i
O
S
と

A
n
d
r
o
i
d
向

け
に
リ
リ
ー
ス
開
始
！

ま
ち
歩
き
に
新
た
な
魅

力
を
提
供
し
ま
す
。
こ

の
冬
は
ぜ
ひ
会
津
へ
!!

○
大
河
ド
ラ
マ
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://yae-sakura.jp/dram
akan

○
会
津
古
今
旅
帳
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://yae-sakura.jp/app

（
無
料
携
帯
ア
プ
リ
：
古
地
図
モ
ー
ド
を
Ｏ
Ｎ
に
す
る
と
、

地
図
上
に
江
戸
時
代
の
古
地
図
が
重
ね
合
わ
せ
て
表
示

さ
れ
ま
す
。昔
の
地
理
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
）

大河ドラマ館入場券を
ペアで5組に。
（詳しくは８ページに）

プレゼント

コラム

ハンサムウーマン 八重と会津博 大河ドラマ館
開 催 期 間：2014 年 1 月 14 日（火）まで
住 所：福島県会津若松市城東町 2 番 3 号
定 休 日：無休
入 館 料：大人 500 円、小・中学生 200 円
お 問 い 合 わ せ：TEL 0242-23-8228

アクセス：JR会津若松駅より車で10分。バス停鶴ヶ城三の丸口下車で徒歩3分

ⓒ会津若松市「八重の桜」プロジェクト協議会

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
▼
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震
災
後
も
移
住
地
と
し
て
人
気
が
高
い
福
島
県
。こ
こ
で
は
、ど
の
よ
う
な
思
い
で
福
島
へ

移
住
を
さ
れ
た
の
か
、福
島
県
へ
移
住
さ
れ
た
方
々
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
お
伝
え
す
る
。

連
載
第
一
回
目
は
、
震
災
後
に
沖
縄
県
宮

古
島
か
ら
南
相
馬
に
移
住
し
、
介
護
士
と
し

て
働
く
与よ

儀ぎ

ひ
な
み
さ
ん
を
紹
介
す
る
。

東
京
で
2
年
間
看
護
補
助
の
仕
事
を
さ
れ

て
い
た
与
儀
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
日
本
一
周

の
夢
を
抱
い
て
い
た
。
夢
を
か
な
え
る
た
め
、

仕
事
を
辞
め
て
旅
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
、
東

日
本
大
震
災
が
発
生
。
そ
こ
で
与
儀
さ
ん

は
、
日
本
一
周
の
始
ま
り
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
日
本
を
北
上
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

「
は
じ
め
に
訪
れ
た
郡
山
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に

出
会
っ
た
市
民
団
体
の
方
か
ら
、
南
相
馬
市

の
介
護
の
現
場
で
人
手
が
足
り
な
い
実
情
を

聞
い
た
こ
と
が
、
南
相
馬
で
介
護
の
仕
事
に

携
わ
る
き
っ
か
け
で
す
。
も
と
も
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
な
ど
を
通
し
て
、
心
の

ケ
ア
に
関
わ
る
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
考
え

て
い
た
の
で
、
南
相
馬
に
移
住
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。」
と
与
儀
さ
ん
は
当
時
の
思
い

を
話
さ
れ
た
。

し
か
し
、
福
島
県
は
地
震
や
津
波
被
害
に

加
え
て
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

も
あ
る
。
移
住
す
る
際
に
、
不
安
は
な
か
っ

た
の
か
。

「
は
じ
め
は
テ
レ
ビ
の
情
報
だ
け
だ
っ
た

の
で
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。
で
す
が
実
際
に

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
困
っ
て
い
る
の
に
、

住
ん
で
な
い
人
が
怖
が
っ
て
い
て
は
、
本
当

の
意
味
で
の
手
助
け
に
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
実
際
に
住
ん
で
み
る
と
、
地
元
の
人

が
放
射
線
に
注
意
し
て
独
自
に
勉
強
を
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
で
は
、

周
り
の
人
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
放
射

線
に
関
す
る
知
識
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。」

「
近
所
の
方
か
ら
米
や
に
ん
じ
ん
を
い
た

だ
い
た
り
、
商
店
街
の
お
じ
さ
ん
か
ら
お
つ

と
め
品
を
安
く
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
。」
と
話
さ
れ
る
与
儀
さ
ん
。
地
元

の
方
か
ら
信
頼
を
得
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

も
ち
ろ
ん
移
住
後
の
苦
労
も
あ
っ
た
。
そ

の
1
つ
が
宮
古
島
と
は
全
く
異
な
る
方
言
。

仕
事
柄
、
年
配
の
方
を
相
手
に
す
る
こ
と
が

多
く
、
は
じ
め
は
戸
惑
う
こ
と
が
多
か
っ
た

と
い
う
。「
例
え
ば
、「
こ
わ
い
」。
こ
の
辺

り
で
は
「
つ
か
れ
た
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、

私
の
態
度
が
怖
い
の
か
と
勘
違
い
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。」
と
与
儀
さ
ん
は
当
時
を
振
り

返
る
。

「
も
と
も
と
山
、
田
ん
ぼ
の
あ
る
生
活
に

憧
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
環
境
に
恵

ま
れ
た
南
相
馬
に
住
む
こ
と
が
で
き
て
幸
せ

で
す
。」
と
話
す
与
儀
さ
ん
。
今
年
の
秋
に

は
職
場
の
方
と
紅
葉
を
見
に
行
く
な
ど
、
福

島
で
の
生
活
を
満
喫
さ
れ
て
い
る
。

移
住
の
不
安

与儀ひなみさん

仕事風景

南
相
馬
で
の
生
活

南相馬市ふるさと回帰支援センター
移住希望者の
相談や、田舎暮
らしや農作業を
体験できる農家
民宿の紹介を
行っています。
お問い合わせ
場　　　所：道の駅　南相馬　観光交流館内
電　　　話：0244-24-5555
電子メール：iju@msouma-furusato.jp

福
島
へ

　
移
り
住
む

南相馬市

新連載
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福島を訪れる方へ

②

ご応募いただいた方の中から抽選でプレゼント！
①宮泉銘醸から「大吟醸　寫

しゃ

樂
らく

　しずくどり」を3名様に （２〜3ページ）
　※未成年者のお酒へのご応募はご遠慮ください。
②大河ドラマ館入場券をペアで5組に （6ページ）
　※2014年1月14日㈫までの入場となりますのでご注意願います。

①

ふくしまの元気と魅力を発信する首都圏イベント。今
年で7回目の開催となります。前回は、約1万5千人が入
場し大好評でした。今回は、横浜DeNAベイスターズの
中畑清監督をスペシャルゲストとして迎え、佐藤雄平福
島県知事とトークショーをくりひろげます。乞うご期待！
ステージでは、復興のシンボル“フラガール”の特別
公演や、福島伝統の祭りの再現など多彩なイベントをお
楽しみください。
今年はサブステージを設け、福島のご当地キャラを紹
介します。

平成25年12月23日（祝・月）　11：00～17：00
東京国際フォーラム　展示ホール／地上広場（有楽町駅から徒歩1分）

会場には福島県から100 以上のブースが出展！ふく
しまの食をPR するグルメコーナーでは、喜多方ラーメ
ン、なみえ焼そば、福島円盤餃子、あわまんじゅうなど
全国でも有名なご当地グルメが大集合。ウルトラマンコー
ナーでは、ウルトラマンの砂絵が体験できます（先着順）。
木工細工、ミニ書道教室など多彩な技に触れる体験コー
ナーも。「ふくしま大交流フェア」にぜひお出かけいただ
き、福島の「今」を体感ください！

みんな笑顔で、「福」満開！ふくしま大交流フェア　 

福島円盤餃子 ふくしま八重隊も登場！

ふくしまデスティネーションキャンペーン開催

国内最大級の観光キャンペーンで
あるデスティネーションキャンペーン
を平成27年4月～6月に開催します。
来年春にはプレDCを開催。全県
挙げて皆様のお越しをお待ちしてお
りますので、ぜひ、春の福島へおい
でください！

メール
会員

募集！

応 募 方 法 電子メール又は、はがきに郵便番号、住所、氏名、電話番号、会員番号、
ご希望のプレゼント、今回の会報の感想などを明記し、下記のあて先へご
応募ください。

応 募 締 切 12 月 20 日㈮必着
あ て 先 ふくしまファンクラブ「プレゼント」係

【電子メール】f.fanclub@pref.fukushima.lg.jp
【ハガキ】〒 960-8670（住所記載不要）福島県庁観光交流課
※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。お預かりした個人情報は、賞品の
発送などファンクラブに関する事務以外に使用することはありません。福島県個人情報保護条例
に基づき、個人情報の目的外利用はいたしません。

日 時

場 所

入場
無料

ファンクラブでは、福島の情
報をメルマガ方式により毎月
お知らせするメール会員を募
集しています。

【移行登録方法】
氏名と会員番号とメールアドレスをご連絡ください。
FAX024-521-7888　TEL024-521-7287
又は　ふくしまファンクラブ　で検索！
※メール会員へは封書による会報は原則発送しません

大河ドラ
マ館 入場券大河ドラマ館

入場券大河ドラマ館 入場券大河ドラマ館 入場券
大河ドラマ館 入場券
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